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生物による硝化・脱窒処理の概要 

長年蓄積された豊富な経験・知識を基に、お客様の硝化・脱窒処理の課題解決を支援いたします。 

生物による硝化・脱窒試験 

Cat.No 3E5J-087-00-191021 

● 生物による硝化・脱窒処理とは

硝化工程は、排水中のアンモニアを好気状態で亜硝酸
および硝酸まで酸化処理する工程です。脱窒工程は、
硝酸を嫌気状態で窒素まで無害化処理する工程です。
硝化・脱窒処理は製品製造工程からアンモニアまたは
硝酸を排出する工場で広く採用されている排水処理法
であり、閉鎖性海域に隣接する工場では窒素排出の
総量規制があるため、重要な処理技術です。

硝化速度測定結果例 脱窒速度測定結果例 

生物による硝化・脱窒処理のイメージ 

当社の支援内容 

● 既設工場対応

①現状の硝化速度・脱窒速度の計測

処理槽の排水に対し、右に示すよ
うに硝化速度または脱窒速度を測
定し、硝化・脱窒の処理性を把握
いたします。

②硝化菌製剤による早期回復処置

処理性が悪化している硝化工程に
対して、硝化菌製剤の投入による
回復処置対応を実施します。
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● 新規排水の処理性評価

①回分試験による短期的処理性確認試験

新規排水に硝化菌製剤を用いた回分試験を適用し、短期的な処理性の確認試験を実施します。夾雑物の硝化処理へ
あの影響を確認する等に有効な試験です。 

②連続試験による長期安定性確認試験

ラボスケールの連続試験で、硝化・脱窒の長期的な安定性を確認、評価します。また、スケールアップ試験にも対応いた
aaします。 
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硝化・脱窒の連続ラボ試験装置（反応槽12L、沈殿槽20L） 硝化・脱窒の連続ベンチ試験装置（反応槽1.4㎥、沈殿槽3㎥） 
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